
消
防
士

救
助
隊
員

救
急
隊
員

点
検

訓
練

予
防

訓
練
の
指
導

越
谷
市
の
消
防
本
部
・
消
防
署
の

構
成
は
？

消
防
本
部
は
、
５
課
（
総
務
課
・

予
防
課
・
警
防
課
・
救
急
課
・
指
令

課
）、
１
消
防
署
（
本
署
）
５
分
署

（
谷
中
分
署
・
蒲
生
分
署
・
間
久
里

分
署
・
大
相
模
分
署
・
大
袋
分
署
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
数
は

３
３
６
人
（
女
性
職
員
は
１３
人
）
で

す
。
消
防
署
は
、
全
体
の
事
務
を
取

り
扱
っ
た
り
、
取
り
ま
と
め
た
り
し

ま
す
。
分
署
は
主
に
現
場
の
対
応
を

し
ま
す
。

消
防
署
・
分
署
は
、
消
火
活
動
を

す
る
警
防
小
隊
・
救
助
隊
・
救
急
隊

が
１
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
３
部
制
で

災
害
に
即
時
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

２４
時
間
交
替
の
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

消
防
隊
員
は
ど
ん
な
人
た
ち
？

初
め
は
全
員
が
消
防
士
で
す
。
そ

の
後
、
救
助
や
救
急
の
教
育
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
救
助
隊
員
や
救
急
隊

員
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

消
防
学
校
の
教
育
を
受
け
、
修
了

し
た
人
が
消
防
士
と
な
り
ま
す
。
越

谷
市
の
消
防
職
員
は
、
埼
玉
県
消
防

学
校
で
埼
玉
県
内
す
べ
て
の
消
防
本

部
の
職
員
と
共
に
寮
に
入
り
、
約
６

カ
月
間
厳
し
い
教
育
を
受
け
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
た
ら
、
消
防
車
両

で
出
動
し
、
人
員
・
資
機
材
（
消
火

活
動
時
に
必
要
な
装
備
や
車
）
を
活

用
し
て
消
火
活
動
を
し
ま
す
。

救
助
専
門
の
教
育
を
受
け
、
高
度

救
助
隊
・
特
別
救
助
隊
・
は
し
ご
隊

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
救
助
隊

は
、
火
災
や
交
通
事
故
な
ど
の
日
常

生
活
で
起
こ
る
災
害
か
ら
、
水
難
事

故
や
崩
落
事
故
、
そ
し
て
震
災
等
の

大
規
模
災
害
ま
で
、
要
救
助
者
が
い

る
際
に
、
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

高
度
救
助
隊
は
消
防
署
に
１
隊
、

特
別
救
助
隊
は
大
袋
分
署
に
１
隊
あ

り
、
出
動
先
の
区
域
に
よ
っ
て
ど
ち

ら
か
が
出
動
し
ま
す
。
高
度
救
助
隊

は
画
像
探
索
機
等
の
特
殊
な
器
具
を

装
備
し
、
大
規
模
災
害
に
対
応
し
ま

す
。
は
し
ご
隊
は
高
層
の
建
物
で
災

害
が
発
生
し
た
際
に
対
応
し
ま
す
。

救
急
専
門
の
教
育
を
受
け
ま
す
。

救
急
救
命
士
は
、
さ
ら
に
６
カ
月
間

の
教
育
を
受
け
、
国
家
試
験
に
合
格

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

急
病
人
や
ケ
ガ
等
を
し
た
人
か
ら

の
要
請
で
出
動
し
た
救
急
隊
が
、
傷

病
者
に
応
急
処
置
と
救
命
処
置
を
行

い
な
が
ら
、
病
院
に
搬
送
し
ま
す
。

災
害
が
な
い
と
き
は
何
を
し
て

い
る
の
？

災
害
が
な
い
と
き
に
も
、
万
が
一

に
備
え
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
車
両
・
資
機
材
に
不
具
合
が
な

い
か
を
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、
火
災

発
生
時
に
使
用
す
る
消
火
栓
や
防
火

水
槽
が
実
際
に
使
え
る
か
ど
う
か
も

点
検
し
ま
す
。

消
火
訓
練
や
救
助
訓
練
、
救
急
現

場
想
定
訓
練
な
ど
活
動
内
容
に
合
わ

せ
た
訓
練
を
重
ね
、
現
場
で
迷
わ
ず

行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

店
舗
や
飲
食
店
な
ど
の
事
業
所
に

行
き
、
避
難
口
に
物
は
置
い
て
い
な

い
か
、
消
火
器
は
設
置
し
て
い
る
か

な
ど
の
確
認
を
し
ま
す
。
不
備
が
あ

っ
た
場
合
は
指
導
を
行
い
、
ま
た
、

重
大
な
違
反
が
あ
る
建
物
は
公
表
し

ま
す
。

自
治
会
が
行
う
避
難
訓
練
、
水
消

火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓
練
、
通
報

訓
練
、
地
震
を
体
験
で
き
る
起
震
車

を
使
用
し
た
地
震
体
験
訓
練
な
ど
の

消
防
訓
練
を
指
導
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
起
き
た
ら

ど
う
す
る
の
？

大
規
模
火
災
や
大
地
震
、
風
水
害

な
ど
の
自
然
災
害
、
大
事
故
が
発
生

し
た
と
き
な
ど
、
越
谷
市
の
消
防
だ

け
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
に
、
他

市
の
消
防
本
部
や
国
・
県
へ
応
援
を

要
請
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
応
援
体
制
を
活
用
し
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
。

越
谷
市
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
の
応
援
要
請
は
、
主
に
次
の
４

つ
の
方
法
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

①
通
常
火
災
で
の
近
隣
消
防
本
部
の

応
援

あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
た
越
谷
市

内
の
区
域
で
火
災
が
発
生
し
た
と
き

に
応
援
を
受
け
ま
す
。
例
え
ば
、
間

久
里
分
署
の
区
域
は
春
日
部
市
か

ら
、
谷
中
分
署
の
区
域
は
さ
い
た
ま

市
か
ら
応
援
を
受
け
ま
す
。

②
埼
玉
県
下
の
消
防
相
互
応
援

被
害
が
大
き
く
近
隣
消
防
本
部
の

応
援
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
災
害

に
、
埼
玉
県
内
の
消
防
本
部
に
応
援

を
要
請
し
ま
す
。

埼
玉
県
下
消
防
相
互
応
援
計
画
で

は
、
県
内
の
消
防
本
部
を
４
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
い
ま
す
。
越
谷
市

は
、
羽
生
市
消
防
本
部
や
草
加
八
潮

消
防
局
な
ど
を
含
む
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

に
属
し
て
お
り
、
出
動
要
請
は
第
１

要
請
、
第
２
要
請
の
２
段
階
の
出
動

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
1
要
請
…
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
消

防
本
部
が
応
援
出
動
し
ま
す
。

第
2
要
請
…
第
１
要
請
で
は
対
応
が

困
難
な
場
合
に
、
県
内
の
全
消
防
本

部
に
応
援
を
要
請
し
ま
す
。

越
谷
市
で
は
、
平
成
２５
年
９
月
に

市
内
で
発
生
し
た
竜
巻
災
害
で
、
埼

玉
県
下
消
防
相
互
応
援
第
２
要
請
を

行
い
、県
内
消
防
本
部
か
ら
消
防
隊
、

救
急
隊
合
わ
せ
て
３１
隊
１
０
５
人
の

応
援
を
受
け
ま
し
た
。

③
越
谷
市
と
高
崎
市
等
広
域
消
防
局

と
の
消
防
相
互
応
援
協
定

越
谷
市
に
甚
大
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
高
崎
市
等
広
域
消
防
局

か
ら
応
援
を
受
け
ま
す
。

④
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援

知
事
の
要
請
ま
た
は
消
防
庁
長
官

が
非
常
事
態
の
災
害
と
認
め
た
場

合
、
他
の
都
道
府
県
に
対
し
出
動
を

求
め
る
も
の
で
、
全
国
の
消
防
本
部

か
ら
計
画
に
基
づ
き
応
援
を
受
け
ま

す
。

旧
谷
中
分
署
は
、
昭
和
４６
年
２
月

に
開
署
し
、
４５
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
災
害
時
の
活
動
拠
点
施
設
と

し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ

う
建
て
替
え
工
事
を
進
め
、
今
年
９

月
１
日
に
移
転
し
ま
し
た
。

敷
地
面
積
は
５
７
２
９
平
方
㍍
を

有
し
、
十
分
な
耐
震
性
を
も
っ
た
車

庫
棟
、事
務
所
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
の
大
規
模
化
・
多
様
化

す
る
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、６

階
建
て
と
２
階
建
て
の
訓
練
塔
２
棟

を
建
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
す
べ

て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
採
用
や
太
陽
光
発

電
設
備
等
の
設
置
、
周
辺
の
田
園
等

の
自
然
と
調
和
す
る
外
観
の
色
彩
な

ど
、
環
境
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

問
消
防
本
部
総
務
課

�
9
7
4
�
0
1
0
2

９月は
防災月間

まま
ちち
のの
安安
全全
・・
安安
心心
をを
守守
るる
消消
防防
のの
力力

谷谷
中中
分分
署署
をを
建建
てて
替替
ええ
、、

移移
転転
しし
まま
しし
たた

火
災
や
交
通
事
故
、
洪
水
や
地
震
な
ど
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
ま
ち
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
る
消
防

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
警
防
課
�
9
7
4
�
0
1
0
4

24時間の勤務を終えて、次の隊へ引き継ぐ

消火訓練の様子

日頃の訓練が現場で生かされます

東日本大震災に緊急消防援助隊として
越谷市消防本部も出動しました

ガーヤちゃんを
消防士に任命しました！
市のさらなる「安全・安心・快適

都市」の実現に向け、越谷特別市民
ガーヤちゃんに「消防士」として活
躍してもらうことになりました。
直接市民の皆さんと触れ合うこと

をモットーとしているガーヤちゃん
は、災害に対する広報活動をしたい
と強く決意し、消防本部で厳しい訓
練を重ねてきました。
平成29年8月30日、晴れて訓練を

修了したガーヤちゃんは、高橋市長
から「大いに期待しています‼」と
辞令を受けました。
消防士になったガーヤちゃんが、

消防訓練や各種イベントで、火災予
防などの広報活動を行います。消防
ガーヤちゃんと触れ合いながら、防
火・防災の知識を得る機会にぜひご
参加ください。消防ガーヤちゃんの主
な参加イベントなど詳しくは下記へ。
問 予防課�974－0103

所在地：谷中町4－92－1
� 964－9119
� 964－9130

＊電話番号、ファクス番号
の変更はありません

消火訓練や救助訓練を行う訓練棟 新しくなった谷中分署
撮撮影影 北北村村創創写写真真事事務務所所
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広報こしがや季刊版●秋号（平成29年9月）
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